
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半

か
ら
製
造
業
立
地
に
よ
る
経
済
発
展
を
遂

げ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、
輸
出
と
海
外

直
接
投
資
の
流
入
に
依
存
し
た
経
済
発
展

や
慢
性
的
な
労
働
力
不
足
な
ど
の
新
た
な

課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
政
府
は
一
九
九

五
年
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
ー
パ
ー
コ
リ

ド
ー
（
以
下
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）
計
画
を
立
ち
上

げ
、
情
報
通
信
産
業
の
大
規
模
な
誘
致
を

含
む
国
家
規
模
で
の
情
報
化
を
推
進
し
て

き
た
。
こ
の
政
策
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
二
○

二
○
」、「
第
七
・
八
次
マ
レ
ー
シ
ア
計

画
」、「
第
二
次
工
業
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
な
ど
、
各
種
の
開
発
計
画
の
中
で
実

行
さ
れ
、
知
識
集
約
型
産
業
の
育
成
に
主

眼
を
置
い
て
い
た
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

の
南
郊
外
に
位
置
す
る
広
大
な
計
画
区
域

に
、
新
行
政
首
都
プ
ト
ラ
ジ
ャ
ヤ
と
新
情

青
柳
英
治

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

マ
レ
ー
シ
ア
の
情
報

化
政
策
│
│
Ｍ
Ｓ
Ｃ

を
中
心
に
│
│

報
通
信
産
業
都
市
サ
イ
バ
ー
ジ
ャ
ヤ
を
建

設
し
、
こ
の
二
都
市
を
中
心
に
情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ
を
集
中
・
整
備
す
る
こ
と
で
、

情
報
通
信
産
業
の
集
積
を
促
進
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
計
画
区
域
に
立
地
す
る
企
業

に
は
、「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
ス
テ
ー
タ
ス
」
が
与
え

ら
れ
、
法
人
税
・
所
得
税
の
減
免
な
ど
の

優
遇
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

内
外
の
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
っ
た
。
ま

た
、
情
報
化
の
た
め
の
法
的
な
環
境
も
整

え
ら
れ
、「
サ
イ
バ
ー
法
」が
制
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、「
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
・
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
基
幹
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
電
子
政
府
の
実

現
や
情
報
化
時
代
を
担
え
る
人
材
育
成
な

ど
具
体
的
な
施
策
が
提
示
さ
れ
た
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
知

識
集
約
型
経
済
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の

壮
大
な
計
画
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
に
つ
い
て
、

二
○
○
○
年
以
降
に
書
か
れ
た
日
本
語
文

献
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
当
研
究
所
（
以
下
、
ア
ジ
研
）

の
出
版
物
に
は
、
次
の
三
点
が
あ
る
。
山

田
紀
彦
「
需
要
を
忘
れ
た
国
家
Ｉ
Ｔ
政
策

│
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ

の
事
例
」（『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン

ド
』
第
七
二
号
、
二
○
○
一
年
）
で
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
三
カ
国

が
推
進
す
る
国
家
Ｉ
Ｔ
政
策
を
概
観
し
た

う
え
で
、
Ｉ
Ｔ
の
利
用
者
で
あ
る
国
民
の

視
点
か
ら
、
そ
の
ニ
ー
ズ
や
活
用
の
度
合

い
を
検
証
し
て
い
る
。

熊
谷
聡
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
産
業
高
度
化

へ
の
取
り
組
み
と
情
報
通
信
産
業
育
成

策
」（
北
村
か
よ
子
編
『
情
報
化
の
進
展

と
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
応
』
ア
ジ
研　

二
○

○
三
年
）
で
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
を
新
た
な

経
済
開
発
戦
略
と
位
置
づ
け
、
こ
の
構
想

が
生
ま
れ
た
背
景
、
特
徴
、
情
報
化
の
進

展
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
経
済
発
展
の
可
能
性
を
展
望

し
て
い
る
。

瀬
田
史
彦
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
壮
大
な
国

家
目
標
を
体
現
す
る
新
行
政
首
都
プ
ト
ラ

ジ
ャ
ヤ
」（『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン

ド
』
第
一
四
二
号
、
二
○
○
七
年
）
で
は
、

開
発
途
上
国
の
首
都
機
能
移
転
と
い
う
視

点
か
ら
、
新
行
政
首
都
プ
ト
ラ
ジ
ャ
ヤ
の

計
画
・
建
設
か
ら
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
の

状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｍ

Ｓ
Ｃ
計
画
の
中
で
の
プ
ト
ラ
ジ
ャ
ヤ
の
位

置
づ
け
、
立
地
の
決
定
や
開
発
の
規
模
と

ス
ピ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に

よ
る
効
用
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
報
告
書
に
は
、
日
本
機
械
工
業

連
合
会
、
国
際
情
報
化
協
力
セ
ン
タ
ー

『
平
成
一
六
年
度
ア
ジ
ア
に
お
け
る
情
報

技
術
産
業
の
状
況
及
び
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成

状
況
調
査
報
告
書
』（
日
本
機
械
工
業
連

合
会
・
国
際
情
報
化
協
力
セ
ン
タ
ー　

二

○
○
五
年
）
が
あ
る
。
こ
の
報
告
書
で
は
、

Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｔ
産
業

振
興
政
策
や
Ｉ
Ｔ
普
及
政
策
な
ど
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
情
報
化
政
策
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
に
関
す
る
事
業
や
政

策
を
行
う
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
開
発
公
社

（
Ｍ
Ｄ
ｅ
Ｃ
）
の
資
料
を
元
に
Ｍ
Ｓ
Ｃ
計

画
の
現
状
を
整
理
し
て
い
る
。

雑
誌
記
事
に
は
、
次
の
二
点
が
あ
る
。

瀬
田
史
彦
ほ
か
「
情
報
産
業
の
誘
致
を
主

眼
と
し
た
地
域
開
発
政
策
の
有
効
性
に
関

す
る
研
究
│
マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
ス
ー
パ
ー
コ
リ
ド
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」（『
都
市
計
画
』
第
五

○
巻
第
五
号
、
二
○
○
一
年
）
で
は
、
情

報
産
業
の
立
地
誘
致
政
策
の
事
例
研
究
と

し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
及
び
Ｍ

Ｓ
Ｃ
ス
テ
ー
タ
ス
取
得
企
業
の
分
析
を
行

い
、
政
策
の
有
効
性
に
つ
い
て
分
析
し
て

い
る
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
を
成
功
さ
せ
る
鍵
は
、
優

れ
た
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
育
成
に
あ
る
と
の
認

識
か
ら
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
で
は
人
材
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
き
た
。
加
藤
多
恵
子
「
ア

ジ
ア
の
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
│
マ
レ
ー
シ
ア　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
ー
パ
ー
コ
リ
ド
ー

（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）
計
画
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
大
学
」（『
情
報
管
理
』
第
四
四
巻
第

六
号
、
二
○
○
一
年
）
で
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の

運
営
に
必
要
な
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
育
成
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
大
学

（
Ｍ
Ｍ
Ｕ
）
の
概
要
、
課
程
の
特
徴
な
ど

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
計
画
に
関
す
る
新
し
い
情
報
を

入
手
す
る
に
は
、
当
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

海
外
事
務
所
の
駐
在
員
が
発
信
す
る
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
関
連
情
報
『
通
商
弘
報
』

（http://w
w
w
.jetro.go.jp/biz/kouhou/

subscription/index.htm

。
有
料
）
が
役

に
立
つ
。
検
索
機
能
を
使
う
こ
と
で
、
例

え
ば
、
第
九
次
マ
レ
ー
シ
ア
計
画
で
の
Ｍ

Ｓ
Ｃ
の
拡
大
目
標
や
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を

企
図
し
て
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
」
か
ら
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
マ

レ
ー
シ
ア
」
に
名
称
変
更
し
た
状
況
な
ど

を
把
握
で
き
る
。

（�

あ
お
や
ぎ　

え
い
じ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）
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